
〈順不同〉

６０１，２０２円

（平成２６年１２月１日～平成２７年３月３１日）

個人1名、団体８団体、匿名1名 ご寄付金額

団体 ●(有)カインドリーセンター 様 ●湘南ダンスサークル連絡会 様
●エーデルロマン 様　 ●ウェルフェアダンス鎌倉 様
●鎌倉４５アマチュアダンスサークルチャリティ連合 様
●聖ミカエル学院幼稚園 様　 ●鎌倉キリスト協会 様
●鎌倉学園生徒会 様

個人 ●内山一雄 様

福祉活動振興基金にご寄付をいただいた方々

ご寄付ありがとうございました。

募集 賛助会員 鎌倉市社協の活動に賛同し会員と
なっていただける方募集

社会福祉法人鎌倉市社会福祉協議会　会長　梅澤　淑弼
しゃかい ふく し ほうじんかまくら し しゃかいふく し きょう ぎ かい　　　かいちょう うめざわ よし のり

銀行振込の場合は、お電話（☎２３－１０７５）でその旨をご連絡
いただき、下記口座へお願いします。

スルガ銀行　鎌倉支店（普）1285845

社協窓口にてお申し込みください。

１,０００円（年額）
※一口以上何口でも

会費　一口

 社協では、市民の皆様と共に鎌倉市の福祉の向上と、「誰もが安心して暮らせる
地域づくり～つながり支え合う安心のまち・かまくら～」の実現を目指していま
す。地域福祉活動の資金は、助成金や寄付金、共同募金などのほかに、賛助会員と
して支援してくださる皆様のご厚意によって支えられています。ぜひ、地域福祉推
進のためのお力添えをお願いいたします。

鎌倉地区保護司会
会長 石井和行さん

あまり耳慣れない「保護司」について、皆様にご理解を
頂くために、その仕事内容等を紹介したいと思います。

 1. 保護司の仕事
保護司は、法務大臣が委嘱する更生保護のボランティ
アです。犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える
とともに、犯罪予防のための世論の啓発に取り組むなど、
安全安心な地域社会づくりのための活動をしています。

 2. 保護司の身分
身分は、非常勤の国家公務員とされています。ボランティアということで給与
は支給されませんが、活動に要した経費については、一定の基準により、実費弁
償金が国から支給されます。また、保護司としての活動中に怪我などをしたと
きには、公務災害の補償が受けられます。

 3. 配属と研修
保護司は、法務大臣から委嘱をされたときに住居地を管轄する保護観察所
に配属され、地域の保護司組織である保護司会に所属します。
　鎌倉では、定数２５名ですが、現在定数不足の２０名の保護司が鎌倉地区保

護司会を構成し、活動しています。
また、社会を取り巻く情勢の変化や法律や制度の改正による的確な対応をす
るため、保護司としての経験年数などに応じて保護観察所及び保護司会が各
種の研修を行っています。

 4. 保護司の条件
保護司になるためには、法律により、①社会的信用がある　②熱意と活動の
ための時間的余裕がある　③生活が安定している　④原則６６歳以下である
ことなど一定の条件が必要とされています。
保護司が地域で指導する保護観察対象者は、それぞれが違う人生を歩み、必
要とする支援も様々です。その指導に当たっては、保護司が有する様々な人生
経験等を最大限に活用することができ、安全・安心な地域社会づくりのために
貢献することができます。
以上、保護司及び保護司会の活動内容等を概略紹介しました。
今後とも、更生保護、保護司活動にご理解を頂きご協力をお願いします。
なお、保護司についての問い合わせ先は次の通りです。

鎌倉地区保護司会　事務局　石井和行
鎌倉市手広5-1-5　TEL.0467-32-2640

●１区画：縦６ｃｍ×横１２ｃｍ　●料金：１区画　３０，０００円（１回）
●掲載場所：１面及び４面最下段
●発行部数・回数：７７，０００部　年４回（２，５，８，１１月）
●配布先：全戸配布（広報かまくらと併せて配布）、公共機関・福祉施設等設置

社協　総務係　電話（２３）１０７５問合せ先

 

２０１１年３月１１日の東日本大震災で被災した南三陸町の大雄寺（だい
おうじ）に、多くの方が憩える場所として「アジサイの苑」を提供するために
スタートした『鎌倉アジサイの苑プロジェクト』は今年で３年目を迎えます。
昨年に引き続き、ボランティアバスを運行し市内や市外の皆さまや社寺
から株分けしていただいたアジサイの苗木を今年も植栽します。

団
体

ご寄付ありがとうございました。

●ミュージックボックス 様
●七里ガ浜フレンドリークラブ 様
●鎌倉市立第一中学校七期会 様

●鎌倉小町商店会 様
●宗教法人高徳院 様
●鎌倉三田会 様

（平成２７年１月１日～平成２７年３月３１日） （順不同）

 ９２９，３５９円

東日本大震災被災地支援にご寄付をいただいた方々東日本大震災被災地支援にご寄付をいただいた方々

かまくら社協バザー実施報告

犯罪に戻らない・戻さない　～保護司会の活動について～犯罪に戻らない・戻さない　～保護司会の活動について～

第3回

団体６団体 ご寄付金額

南三陸町 大雄寺に鎌倉から運んだアジサイの植栽や管理作業にご協力
いただけるボランティアを募集しています。
日　程 平成27年6月12日（金）～6月14日（日）
 1日目　22：30 頃鎌倉駅出発（車中泊） 
 2日目　南三陸町にて活動
 3日目　午前中活動後、鎌倉へ
参加費 バス借上げ負担金（6,000円） 宿泊費（6,150円・予定）。
 その他食事代等は別途自己負担。
問合せ ０４６７（２４）４４２２
 ※詳細は社協ホームページでご覧いただけます。 
 http://www.kamakura-shakyo.jp/

　平成２７年３月２２日（日）に福祉センターにおいて第３回かまくら
社協バザーを開催し、１,０００人を超える来場者がありました。市民の
皆さまや各企業からいただいた献品販売、協賛いただいた市内名店の
クーポン券販売は大きな反響を呼び、大好評でした。
　また、市内在住の画家からご提供いただいた絵画の展示オークショ
ン販売には多くの方がご参加され、会場は熱気に包まれました。模擬店
販売では笑い声も飛び交い、とても和気あいあいとした雰囲気の中で
行われました。
　今回の収益は、東日本大震災の被災地支援のためのアジサイの苑プ
ロジェクトや地域福祉推進のために活用していきます。皆さまのご協
力、誠にありがとうございました。

≪絵画を提供してくださった作家の皆さま≫（敬称略・順不同）
蓼沼 誠一・青山　清・小泉 元生・小島 寅雄・成田 敬子・川原 比瑳子・柳沼 知恵子・
渡辺 幸子・安藤 尚子・大野 健一・城　紀枝・村田 佳代子・加藤 力之輔・
Ｓ．ＷＫＩＬ・黒川　明・百海 園子・白鳥　操・大澤 邦雄・高野 数雄

≪協賛いただいた企業の皆様≫（敬称略・順不同）
●アマンダンブルー鎌倉　●鎌倉パークホテル甲羅・Pergola　●大和証券　●紅谷　　　
●創作和料理 近藤　●鉢の木 新館　●天ぷら ひろみ　●鎌倉芸術館レストラン パウゼ　
●パスタ・ピザ専門店ラ・パットーラ　●神宗 鎌倉店　●ダイニングバー ロコス　●小川軒　　
●鎌倉こまち市場 風凛　●くいもの屋 わん　●鎌倉とうきゅう　●鎌倉青果商業協同組合　
●鎌倉ハム 富岡商会　●紀ノ國屋 鎌倉店　●腰越漁業協同組合　●レ・シュー（西鎌倉）　
●コカ・コーライーストジャパン　●ひもの山安　●ママ・フルーツ　●鯉之助（御代川）　　　　　
●川喜多記念映画文化財団　●東洋食肉店　●銀座アスター　●鬼頭天薫堂　●Jammin’　　
●もとまちユニオン鎌倉店　●フランス料理コアンドル　●今村製麺総本家　●鎌倉美学
●東京キリンビバレッジサービス　●鎌倉郵便局

昨年の様子昨年の様子

絵画オークション会場の様子 バザー会場の様子

アジサイの苗アジサイの苗

昨年の様子昨年の様子

編集・発行
社会福祉法人
鎌倉市社会福祉協議会

Eメール
info@kamakura-shakyo.jp
ホームページ
http://www.kamakura-shakyo.jp

〒248-0012
鎌倉市御成町20-21
TEL.0467（23）1075
FAX.0467（22）2213

5月号平成27年

社の字を図案化した
社協のマークです。

◆◆◆「社協」は、社会福祉協議会の略称です ◆◆◆

かまく ら

鎌倉社協 検索

鎌倉市社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法に基づき、地域福祉の推進を図ることを目的として設置された民間の社会福祉団体です。

平成27年 5月号

■ボランティア活動促進事業
ボランティアグループ助成、
ボランティア講座、研修開催など
５０２千円
■地域福祉活動事業
法人後見、日常生活自立支援事業、地域福祉支援室事業、
東日本大震災復興支援など
１０，７７５千円

■広報啓発事業　社協だより発行、ホームページの充実など　２，３０２千円

■助成事業
当事者団体、地区社協などへの助成
３，４３１千円

■年末たすけあい援護事業
地域活動支援センター、
障害者就労継続支援施設などへ配分
３，０００千円

昨年、市内で皆さまからお寄せいただいた共同募金の結果です。

合　計 ２８，４６９，９８７円

赤い羽根募金 １７，１１３，７９２円
年末たすけあい募金 １１，３５６，１９５円

ご協力、誠に
ありがとうございました。

平成２６年度共同募金の結果平成２６年度共同募金の結果 平成２７年度共同募金の使い道平成２７年度共同募金の使い道

（平成２７年３月３１日現在）


